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事業報告書 

本協会は、古代からアジアに開かれ、歴史、文化等が連綿と今日まで続いてきた太宰府な

らではの地域性に鑑み、未来志向の国際交流を促進する活動を行うことにより、市民一人ひ

とりが個性、多様性を認め合いながら国際的な相互理解を深める多文化共生社会の実現を目

指し、地域の発展と国際平和に貢献することを目的に、令和７年度は次の三つの事業を実施

した。 

ア 国際交流促進事業・・・7事業 

イ 外国人学生支援事業・・2事業 

ウ 在住外国人支援事業・・2事業 

 

ア 国際交流促進事業 

１．フレンズベル倶楽部メンバーのつどい 

前年度事業報告、今後の活動方針の報告を行う総会及び、当協会の賛助会員および留学

生、在住外国人との交流の場として開催。事業報告後は、ロエ理事のギター演奏と奥様に

よる歌の披露や在住外国人のアイリーンさんがアイルランド国技「ハーリング」について、

姜理事は、韓国の「じゃんけん」についてお話をしていただきました。また、文化紹介ボ

ランティアに登録していただいている堺さんにより三味線の演奏があり日本文化にも触

れていただきました。また、「太宰府いきいき子ども食堂」に料理を作ってもらい、会員間

および市内在住外国人、留学生との交流を図りました。最後に、お楽しみ抽選会を行い、

会場は終始にぎやかな声であふれていました。 

開催日：令和 7年 6月 22日（日） 

時 間：12時 30分～15時 00分  

場 所：いきいき情報センター205～207号室 

参加者：87名 

（内訳）日本 65名、ネパール 2名、台湾 1名、ウクライナ 1名、フィリピン 2名、 

ポルトガル 1名、カナダ 1名、フランス 1名、ミャンマー1名、韓国 5名、 

アイルランド 2名、中国 3名、ソロモン諸島 1名、オーストラリア 1名 

            

２．太宰府市民政庁まつり出展 

太宰府市民政庁まつりに、協会 PRのために出展し、協会リーフレットの配布や、 

地球をプリントされたスーパーボールすくい、募金活動を実施。また、国際理解を 

深めるため、国旗当てクイズコーナー等を設置し、市民との交流の場を設けた。 

集まった募金は、ペシャワール会へ寄付（14,598円）。 

開催日：令和 7年 10月 4日（土） 

時 間：10時 00分～13時 00分 （午後は雨天のため中止） 

場 所：大宰府政庁跡 



  

３．世界文化体験講座 

「チェトリさんと作るネパールカレー」  

日本経済大学の留学生チェトリ ヴェディクシャさんとアシスタントに日本経済大学国

際交流センター職員スレスタ パルビンさんを講師に迎え、ネパール料理（ネパールカレー、

モモ（水餃子）、ラッシー）の調理実習を実施しました。韓国人留学生や地域住民も多数参

加し、食を通じた多文化共生と相互理解を深める機会となりました。 

開催日 ：令和 7年 9月 27日（土） 

時  間 ：10時 00分～14時 00分  

場  所 ：いきいき情報センター 調理室 

講 師   チェトリ ヴェディクシャ先生（日本経済大学グローバルビジネス科留学生） 

スレスタ パルビン先生      （日本経済大学国際交流センター職員） 

参加者：41名 

（内訳）日本 37名、ネパール 2名、韓国 2名 

 

４. 国際理解講座 

「インドネシアの文化を通して、多文化共生について考えてみよう！」 

多様な民族・言語・宗教が共存する国である「インドネシア」の文化、言語や音楽を通

して多文化について講話いただいた。 

開催日：令和 7年 8月 24日（日） 

時  間：10時 00分～13時 00分  

場  所：地域活性化複合施設太宰府館まほろばホール  

講 師 石橋ヘルミンダワティ恵美先生 (筑紫女学園大学非常勤講師) 

参加者：49名 

  （内訳）日本 46名、台湾 1名、中国 1名、韓国 1名 

 

５．広報啓発事業 

（１）パンフレット、資料収集・提供 

・協会事務局窓口や太宰府市いきいき情報センター、太宰府館等の公共施設に国際 

交流関連の刊行物や資料を配架し、協会の PR、国際交流の啓発を図った。 

・いきいき情報センター２階フロアー、太宰府市庁舎１階市民ギャラリーにて協会 

事業報告パネル展を開催した。 

・現在加入している福岡国際関係団体連絡会（FUKU－NET）ほか各種国際交流関団体 

や近隣の他市国際交流協会等他団体との連携を図り、資料収集や情報交換を行った。 

・より多くの市民にまずは事務局の存在に関心を持ってもらえるよう、協会事務局 

窓口に多言語や国際交流に関するフリーペーパーを集めるなど配架内容の充実を図 

っている。 

・近隣の他市国際交流協会等他団体との連携を図り、資料収集や情報交換を行った。 

・日本経済大学の留学生に対し、太宰府市の国際交流について講話を行った。 



  

 

＜他団体連携参画会議一覧＞ 

 開催日 参加会議等 場 所 主 催 

１ 令和 7年 4月 5日

(土) 

留学生を囲む「観桜会」 竈門神社境内 太宰府天満宮崇敬会 

国際奉仕婦人部 

２ 令和 7年 10月 22日 

(水) 

日本語教室コーディネー

ター等意見交換会 

WEB会議 福岡県企画・地域振興

部国際局国際政策課 

３ 令和 7年 10月 27日 

(月) 

市町村国際交流団体会議 FUKUOKAISOPEN

センター 

公益財団法人福岡県国

際交流センター 

４ 令和 7年 11月 18日 

(火) 

日本経済大学留学生に対

し太宰府市の国際交流に

ついて講話 

日本経済大学 太宰府市国際交流協

会、日本経済大学 

５ 令和 7年 12月 20日

(土) 

日本語教室ボランティア

研修 

小郡市生涯学習

センター 

公益財団法人福岡県国

際交流センター 

６ 令和 8年 1月 13日 

(火) 

多文化共生の担い手連携

促進研修会（現地研修） 

佐賀県庁 一般社団法人自治体国

際化協会 

７ 令和 8年 1月 15日 

(木) 

福岡国際関係団体連絡会

（FUKU-NET） 

福岡市役所本庁

舎 

福岡国際関係団体連絡

会  

福岡国際関係団体連絡会

紹介パネル展 

（1月 15日～1月 21日） 

８ 令和 8年 2月 22日 

(日) 

第 29 回人権まつりだざ

いふ２０２６ 

プラム・カルコ

ア太宰府 

人権まつりだざいふ

2026実行委員会 

９ 令和 8年 2月 22日 

(日) 

2025年度「国際交流パー

ティ」 

大野城まどかぴ

あ 

大野城市国際交流協会 

 

（２）機関紙の発行 

・賛助会員会報「フレンズベル NEWS」を 12回発行した。 

 

（３）ホームページ情報発信 

・本協会のホームページにて、協会の事業や活動を広くアピールしていくための情報 

 発信を行っている。 

〇ホームページアドレス；http：//www.dciea.or.jp/ 

  〇Twitterアカウント；（公財）太宰府市国際交流協会（DCIEA）@DazaifuCIEA 

 



  

６．国際理解教育支援事業 

  令和７年度は外部団体による派遣要請はなかった。 

 

７．国際交流団体への活動助成 

＜計１団体＞ 

・太宰府西小学校「姉妹校交流」 

   申請者：太宰府市立太宰府西小学校ＰＴＡ 

   申請日：令和７年８月 28日（交付決定日９月 12日） 

   開催日：「姉妹校交流」令和７年９月 24日（水）～26日（金） 

   場 所：太宰府市立太宰府西小学校 

 

８．ホストファミリー事業 

近年はアジア太平洋こども会議からの受け入れ要請があっていないので現在は休止状態

である。そのため受け入れ態勢やシステムも休止している。 
 

９．市内並びに近隣の国際交流団体が行う交流事業への共催、後援等の実施 

 ① BRIDGE KIDS PROGRAMS 2025（ブリッジキッズプログラムズ 2025） 

   申請日：令和 7年 6月 9日 

   開催日：令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日 

   主 催：NPO法人アジア太平洋こども会議・イン福岡 

 

 ② 第 44回太宰府少年の船 

申請日：令和 7年 3月 7日（後援決定日 3月 17日） 

   開催日：令和 7年 8月 8日～令和 7年 8月 12日 

   主 催：太宰府少年の船協会 

 

③ 第３回だざいふ物語り ステージ等への協力 

開催日：令和 7年 11月 15日（土) 

時 間：10時 00分～16時 00分  

場 所：特別史跡大宰府跡「客館跡」史跡広場 

ステージ：日本経済大学の留学生によるファッションショー 

参加者：10名 

主 催：筑紫女学園大学第３回だざいふ物語り実行委員会 

       

イ 外国人学生支援事業 

 １. 留学生フォーラム 

「留学生が日本で就職し安心して暮らすことができるために必要なこと」をテーマに留 

学生フォーラムを開催する。 

今回は、日本での生活やこれからのキャリア形成について、留学生の不安をなくし、希 

望いっぱいの未来を築くための第一歩となるため、「賃貸住宅入居の手引きや住宅のトラ 



  

ブル解消について」、「就職のための在留資格や入管手続きについて」、「日本で生活するた 

めに払うお金について」を関係団体から講話いただいた。 

開催日：令和 8年 2月 7日（土） 

時 間：10時 00分～13時 35分  

場 所：太宰府市商工会館２階大会議室 

参加者：50名 

（内訳）韓国 9名、ネパール 4名、中国 6名、ウクライナ 1名、ミャンマー3名、 

    ベトナム 1名、フィンランド 1名、インド 1名、オーストラリア 1名、 

    日本 23名 

２. 日本文化体験講座 

熊本城や水前寺公園など、熊本市を代表する歴史・文化資源を実際に訪れることで、日

本の歴史・伝統・自然観を体験的に学ぶこととした。教室での学びでは得られない「五感

で感じる文化体験」を通して、日本人の価値観や生活文化の背景を理解する機会とした。 

開催日：令和 7年 12月 6日（土） 

時 間：8時 30分～17時 00分  

場 所：熊本県熊本市 

参加者：36名 

（内訳）ウクライナ 1名、フランス 1名、ブラジル 1名、モンゴル 1名、台湾 

    1名、オーストラリア 1名、バングラデシュ 2名、韓国 5名、中国 6名、 

ベトナム 5名、ネパール 6名、日本 6名 

 

 

ウ 在住外国人支援事業 

１．日本語教室支援 

   太宰府日本語教室ことだまの会に委託し、在住外国人を対象に日本語の習熟ならびに日

本文化や生活習慣を学ぶ場として「太宰府にほんご教室」を毎週月曜日に太宰府市いきい

き情報センターにて実施した。 

 
委 託 先：太宰府日本語教室ことだまの会 

回 数：年間 40回 

曜日日時：毎週月曜日 10時 00分～12時 10分 

場 所：太宰府市いきいき情報センター２階 209会議室 

学 習 者：年間延べ人数 403名 

出 身 国：15ヵ国 

（中国、韓国、ウクライナ、フィジー、スリランカ、ノルウェー、ウズベキスタン、 

アメリカ、モロッコ、コロンビア、アフガニスタン、ベトナム、フィリピン、 

ナイジェリア、イギリス） 

スタッフ：9名 

 
 



  

① 太宰府日本語教室ことだまの会日本文化体験(バスハイク)引率 

太宰府日本語教室ことだまの会主催による日本文化体験として佐賀県唐津市の 

唐津城、鏡山展望台、曳山展示場などを見学した。 

 

    日 時：令和 7年 10月 27日（月） 

時 間：9時 00分～15時 00分 

場 所：佐賀県唐津市 

参加者：27名（スタッフ 10名、学習者 17名） 

 
 

② 日本文化体験「太宰府天満宮参拝と梅ヶ枝餅焼き体験」引率 

太宰府にほんご教室ことだまの会主催で、学習者のために伝統文化を学ぶ体験 

プログラムが実施されました。まず、太宰府館２階体験工房において、梅ヶ枝餅 

作り体験をしました。昼食をとったのち、梅の花を眺めながら太宰府天満宮に参 

拝しました。 

日 時：令和 8年 2月 16日（月） 

時 間：10時 00分～14時 00分  

場  所：太宰府市（太宰府館、太宰府天満宮） 

参加者：21名（スタッフ 10名、学習者 21名） 

 

２．生活情報ガイドブック 

   本協会と太宰府市が共同で作成している「外国人のための太宰府市生活情報ガイドブッ

ク（日本語版、英語版、中国語版、韓国語版、ベトナム語版、やさしい日本語版）を、市

役所や当協会、留学生が在籍する市内 3 大学（筑紫女学園大・日本経済大・九州情報大）

に配架している。 

 
 
３．その他 

  ① 在住外国人等の支援のために太宰府市から本協会に依頼があった通訳・翻訳（一部は

本協会のボランティア登録者に依頼）は１件であった。 

 

≪生活情報等に関する通訳・翻訳の受託≫  

 時 期 依頼者 内 容 

１ 令和 7年 5月 市民課 戸籍謄本英訳証明書の確認 

 
② 地域の国際交流事業支援 

太宰府市国際交流協会では、日本人と外国人が共存し、誰もが安心して暮らせる 

「多文化共生社会」の実現を目指し、外国人との交流を進める地域の取り組みを 

支援（講師の紹介など）している。 

講 師：在住外国人アイルランド出身 アイリーン氏 

 



  

内 容：日本とアイルランドのつながりなどの講話 

（アイルランドの音楽や食などの文化を通じて） 

依頼者：高雄台区 梅寿会（代表 大東洋一郎） 

 開催日：令和７年 7月 6日（日） 

場 所：高雄台公民館 

参加者：22名 

 
③ 民族衣装の貸し出し 

  ・株式会社ペンシル 

    （令和７年 11月 6日(木)～11月 11日(火)） 

（国名：中国・インド・ネパール・ブータン） 

  ・福岡市立今津特別支援学校 

（令和 8年 1月 17日（土）～1月 31日（土）） 

(国名：中国・ドイツ・インド） 

 

④ 外国籍児童生徒へのサポート 

        対象者：太宰府小学校２年生、太宰府中学校１年生（姉妹）＜中国籍＞ 

    概 要：令和７年８月下旬、市内学校に中国籍の児童生徒が転入。当該児童らは、 

使用言語が中国語のみであり、学校生活において意思疎通が困難な状況に 

あった。これを受け、教育委員会より太宰府市国際交流協会に対し、言語 

サポートが可能なボランティア派遣の相談が寄せられた。 

    対 応：太宰府市国際交流協会での語学ボランティア登録者（中国語が対応）は 

        平日の活動が困難な状況にあった。この課題を解決するため、市内の大学 

へ学生ボランティア（特に留学生）によるサポートの可否を打診したとこ 

ろ、太宰府小学校に、筑紫女学園大学の留学生３名（10 月～1 月）、太宰府 

中学校に、筑紫女学園大学の日本人学生（10 月～12 月）１名から協力の申 

し出をいただくことができた。また、２月より太宰府市日本語教室ことだ 

まの会からの協力を受け、体制の強化を図っている。今後、在住外国人の 

さらなる増加が予測される中、安定的かつ継続的な支援体制の構築が急務 

となっている。次年度に向けては、教育委員会を中心に、関係諸団体との 

緊密な連携体制を確立し、地域全体で多文化共生を推進するサポート基盤 

の構築を目指している。   

  



令和７年度公益財団法人太宰府市国際交流協会会議開催状況 

 

○評議員会 

第 1回評議員会 

令和７年 ６月 18日（水）14：00～15：00   太宰府市役所３階 

第２回評議員会 

令和 8年 ３月 27日（金）10：00～10：48   太宰府市役所３階 

 

○理事会 

第 1回理事会 

令和７年 ５月 22日（木）18：30～19：34   いきいき情報センター２階 

第２回理事会（みなし決議） 

令和７年 ５月 30日（金）         

第３回理事会 

令和７年 6月 18日（水）18：30～19：40    いきいき情報センター２階 

第４回理事会 

令和７年 10月 21日（火）18：30～19：32   いきいき情報センター２階 

第５回理事会 

令和８年 ２月 24日（火）18：30～19：05   いきいき情報センター２階 

 

〇監査 

令和７年 ５月 17日（土）10：00～12：00   いきいき情報センター２階 

国際交流協会事務室 

○運営委員会 

第１回運営委員会 

令和７年 ５月 22日（木）18：47～20：20   いきいき情報センター２階 

第２回運営委員会 

令和７年 ６月 18日（水）18：30～19：32   いきいき情報センター２階 

第３回運営委員会 

令和７年 ７月 10日（木）18：30～20：17   いきいき情報センター２階 

第４回運営委員会 

令和７年 ９月 ２日（火）18：35～20：00   いきいき情報センター２階 

第５回運営委員会 

令和７年 10月 21日（火）19：40～20：47   いきいき情報センター２階 

第６回運営委員会 

令和７年 11月 21日（金）18：35～20：40   いきいき情報センター２階 



  

第７回運営委員会 

令和７年 12月 23日（火）18：30～19：46   いきいき情報センター２階 

第８回運営委員会 

令和８年 １月 23日（金）18：34～19：18   いきいき情報センター２階 

第９回運営委員会 

令和８年 ２月 24日（火）19：17～19：51   いきいき情報センター２階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

事業報告の附属明細書 

 

 
 

事業報告を補足する重要な事項はない。 

 

 

 


